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建
設
し
た
住
宅
を
所
有
関
係
別
に
み
る
と
、
借

家
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
し
だ
い
に
持
ち
家
、
と

く
に
建
売
住
宅
を
含
む
分
譲
住
宅
が
増
加
し
て
い

る
。
一
方
、
建
て
方
別
に
み
る
と
、
一
戸
建
が
四

九
％
、
共
同
住
宅
が
四
五
％
と
な
っ
て
お
り
共
同

住
宅
の
割
合
が
し
だ
い
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

■
「
住
み
か
え
」
と
「
住
み
や
す
さ
」

　
五
三
年
の
住
宅
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
四
九
年

以
降
に
現
住
居
に
入
居
し
た
世
帯
は
、
三
四
万
七

〇
〇
〇
世
帯
で
、
普
通
世
帯
総
数
の
四
三
％
に
あ

た
る
。
こ
の
う
ち
、
借
家
に
入
居
し
た
世
帯
の
借

家
総
数
に
占
め
る
割
合
は
六
〇
％
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
借
家
に
お
け
る
流
動
性
が
か
な
り
高
い
こ
と

を
示
し
て
は
い
る
が
、
一
方
で
は
低
所
得
者
層
で

居
住
水
準
の
低
い
借
家
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な

い
層
も
か
な
り
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
四
八
年
以
来
、
横
浜
の
住
宅
戸
数
は
世
帯
数
を

上
回
っ
て
お
り
、
量
的
に
は
一
世
帯
一
住
宅
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
住
み
や
す
さ
（
居

住
水
準
）
は
し
だ
い
に
向
上
し
て
は
い
る
が
、
一

住
宅
当
り
室
数
・
畳
数
・
延
べ
面
積
、
一
人
当
り

畳
数
、
一
室
当
り
人
員
を
他
都
市
と
比
較
す
る
と

ま
だ
低
位
に
あ
る
。
ま
た
、
市
内
の
持
ち
家
と
借

家
の
間
に
は
、
大
き
さ
や
住
み
や
す
さ
に
お
い
て

相
当
の
へ
だ
た
り
が
あ
る
。
と
く
に
、
一
般
的
に
居

住
水
準
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
木
造
賃
貸
ア
パ

ー
ト
は
、
一
戸
当
り
延
べ
面
積
が
二
四
。
五
五
㎡

で
あ
り
、
市
内
の
住
宅
の
平
均
延
面
積
（
六
一
・

六
一
㎡
）
と
比
べ
る
と
か
な
り
狭
い
。

■
多
様
な
施
策
展
開
を

　
市
内
の
公
的
な
賃
貸
住
宅
は
五
六
年
度
末
で
七

万
四
〇
〇
〇
戸
あ
る
が
（
図
－
３
）
、
近
年
は
公
営

住
宅
（
市
・
県
営
）
の
建
設
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

図一１　持家世帯の1人当り畳数
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住
宅

■
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り

　
昭
和
五
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
市
内
に

あ
る
住
宅
の
う
ち
、
自
己
所
有
の
住
宅
で
あ
る
「
持

ち
家
」
が
占
め
る
割
合
（
持
ち
家
率
）
は
約
五
二

％
で
、
大
都
市
中
最
も
高
い
。
し
か
し
、
持
ち
家

に
お
け
る
一
人
当
り
の
広
さ
（
畳
数
）
は
、
大
都

市
平
均
よ
り
も
低
く
一
　
一
大
都
市
中
八
位
で
あ

り
、
ま
だ
、
「
ゆ
と
り
あ
る
マ
イ
ホ
ー
ム
」
と
い
え

る
状
況
に
は
な
い
と
思
わ
れ
る
（
図
－
１
）
。

　
こ
こ
数
年
の
住
宅
建
設
の
動
向
を
建
築
物
着
工

統
計
か
ら
み
る
と
、
市
内
で
の
住
宅
建
設
戸
数
は
、

年
間
三
～
四
万
戸
の
ペ
ー
ス
で
、
横
ば
い
状
態
が

続
い
て
い
る
。

７
②

す
み
よ
い
環
境
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図一２　住宅の所有関係別構成11大都市比較

五
六
年
度
の
建
設
戸
数
は
市
営
五
八
〇
戸
（
新
築

二
五
八
戸
、
建
替
三
二
二
戸
）
、
県
営
四
二
九
戸
と

な
っ
て
い
る
。
公
営
住
宅
の
建
設
が
困
難
な
原
因

は
、
地
価
の
高
騰
や
住
宅
適
地
の
不
足
を
は
じ
め
、

周
辺
住
民
と
の
調
整
難
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
た
め
横
浜
市
で
は
、
公
共
施
設
な
ど
の

上
部
利
用
や
住
宅
用
地
の
確
保
に
全
力
を
注
い
で

い
る
。
一
方
、
既
存
の
市
営
住
宅
の
な
か
に
は
、

老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
な
ど
が
約
五
〇
〇
〇
戸
あ

る
の
で
、
土
地
の
高
度
利
用
に
よ
る
戸
数
増
と
住

宅
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
計
画
的
に
建
て
替
え

を
行
っ
て
い
る
。

　
公
営
住
宅
の
役
割
は
、
他
の
公
的
住
宅
と
の
役

割
分
担
の
な
か
で
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
低
所
得

者
層
に
一
定
水
準
以
上
の
住
宅
を
供
給
す
る
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
公
営
住
宅
戸
数
で
は

市
民
の
需
要
を
満
た
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ

図一３　公的賃貸住宅数の大都市比較

こ
で
、
現
実
的
な
対
応
と
し
て
、
よ
り
必
要
度
の

高
い
老
人
世
帯
や
母
子
、
障
害
者
世
帯
な
ど
の
入

居
を
優
先
さ
せ
る
な
ど
、
入
居
者
の
適
正
化
を
図

っ
て
い
る
。

　
一
方
、
地
価
や
建
築
費
の
高
騰
に
よ
り
、
一
般

勤
労
者
世
帯
が
持
ち
家
を
取
得
す
る
こ
と
は
難
し

く
な
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
意
識
調

査
の
結
果
を
み
る
と
、
依
然
と
し
て
持
ち
家
志
向

が
強
い
。
こ
の
需
要
に
対
し
て
、
市
で
は
、
建
築

助
成
公
社
を
通
じ
て
融
資
制
度
を
充
実
す
る
と
と

も
に
、
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
分
譲
住
宅
の
供
給

を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
最
近
で
は
、
分
譲
住
宅

の
高
額
化
に
よ
る
売
れ
残
り
現
象
や
、
持
ち
家
を

購
入
し
た
世
帯
の
返
済
負
担
が
重
く
な
る
な
ど
持

ち
家
対
策
の
難
し
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　
今
後
、
市
民
に
良
好
な
住
宅
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
非
常
に
困
難
な
条
件
を
か
か
え
て
い
る
が
、

依
然
需
要
の
多
い
公
営
住
宅
を
充
足
す
る
と
と
も

に
、
居
住
水
準
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
民
間
木

造
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
建
て
替
え
を
促
進
し
、
さ
ら

に
、
融
資
条
件
の
改
善
に
よ
っ
て
、
中
間
所
得
者

層
の
持
ち
家
取
得
や
既
存
住
宅
の
増
・
改
築
な
ど

に
よ
る
質
の
向
上
を
容
易
に
す
る
諸
施
策
を
充
実

さ
せ
る
な
ど
、
多
様
な
施
策
を
展
開
す
る
必
要
が

あ
る
。
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